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2019/02/16 5)59官邸主導の原発輸出、すべて頓挫　「失敗」認めない政権：朝日新聞デジタル
1 / 2 ページhttps://www.asahi.com/articles/ASM1K52KGM1KULFA01C.html
有料会員限定記事
笹井継夫 、桜井林太郎  内藤尚志、北川慧一  関根慎一  2 0 1 9 年 1 月 1 7 日 2 1 時 1 3 分
会見する日立製作所の東原敏昭社長＝２０１９年１月１
７日午後７時、東京都千代田区、山本壮一郎撮影
官邸主導の原発輸出、すべて頓挫　「失敗」認めない
政権
　日立製作所が、英国での原発建設計画の
凍結を正式に決め、日本が官民で手がける
原発輸出計画はすべて頓挫した。東京電力
福島第一原発事故後も成長戦略に原発輸出
を掲げ、官邸主導で民間を後押ししてきた
安倍政権の責任が問われる。
　１７日夜、会見を開いた日立の東原敏昭
社長は「民間企業の経済合理性から凍結を
決めた」と述べた。
　日立が計画に乗り出したのは２０１２
年。国策として脱原発にかじを切ったドイ
ツの電力会社などから、英国で原発の稼働
を予定していた「ホライズン・ニュークリ
ア・パワー」社を９００億円弱で買収し
た。
　この間、安倍政権は官邸主導で支援に動いてきた。
　英国のメイ首相来日を控えた１７年８月、首相官邸に複数の政府関係者が集まった。当
時、英原発の建設に向けた英政府との条件交渉が難航し、資金計画に懸念が出ていた。経済
産業省資源エネルギー庁の保坂伸次長が「電力会社トップに会って、参加をお願いするよう
に日立に指示した。その上でエネ庁も動かないとおかしなことになる」と報告すると、和泉
洋人首相補佐官が「まずは日立に電力会社を当たらせ、エネ庁が裏に回ってうまくやる必要
がある」と発破をかけた。
　さらに、経産省の石川正樹貿易…
2016/12/03 9:32東京新聞:日本受注のベトナム原発計画白紙　財政難理由、政権輸出戦略に打撃:国際(TOKYO Web)
1/2 ページhttp://www.tokyo-np.co.jp/s/article/2016110901001407.html#print
【国際】
日本受注のベトナム原発計画白紙　財政難理由、政権輸出戦略に打撃
2016年11月9日 18時31分
　【ハノイ共同】ベトナム政府が、日本などが受注を決めた中部ニントゥアン省の原発建設計画を白紙撤
回する方針を決めたことが分かった。ベトナム国会は９日、政府が計画の中止を求める決議案を１０日に
提出すると明らかにした。
　ベトナム共産党は厳しい財政状況を踏まえ、原発計画を見直すよう政府に指示していた。原発輸出を成
長戦略の一つに位置づける安倍政権にとって大きな打撃となる。国会は決議案を２２日に採決にかける方
針で、政府案通りに可決される可能性が高い。
　ベトナム電力公社関係者は、原発推進という政府方針自体は変わらないとしているが、同国の原発計画
は当面、棚上げ確実だ。
　ベトナム中部ニントゥアン省に計画されている同国初の原子力発電所のイメージ
図（ベトナム電力グループ提供・共同）
「共謀罪」見送り強まる　臨時国会 二階氏、公
明に配慮
(2016年9月11日)
悩める「働く人たち」へ　解決の糸口にメルマ
ガ読んで
(2016年11月19日)
原発避難生徒のいじめ相談に　学校が「忙し
い」「お金の話は警察へ」
(2016年11月20日)
体験談基に「防災のヒント」　熊本地震で日建
設計ボランティア部が冊子
(2016年12月3日)
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３．イデオロギー化しつつある線量主義(４)
しきい値あり（100mSv以下影響なし）を否定する多数の研究
最近得られた疫学的証拠の例
○文部科学省（2011）　前向きコホート調査　原
子力施設20万人　累積被曝13.3mSv　　　　
→全がん４％増、肝がん13%増、肺がん8%
○Pearce他(2012),Lancet　後ろ向きコホート調
査　医療被曝CT検査　イギリスの子ども（22
歳未満約18万人）　→51.13mGyで白血病
3.18倍、60.42mGyで脳腫瘍2.82倍（有意）
○Eisenberg他(2011),CNAJ　後ろ向きコホート　
カナダの心筋梗塞患者82861名の血管造
影・CT検査等　→10,20,30,40mSvごとに全が
んが各3,6,9,12%増加（有意）　　　　　
○Pijpe他(2012),BMJ　後ろ向きコホート　胸部Ｘ
線写真・マンモグラフィー・ＣＴ検査　BRCA変
異を持つ女性1993名　→14mSvで乳がん
1.90倍に増加、22～43mSvで3.84倍(有意）
○Mathews他(2013)　コホート研究　医療被曝
CT検査　オーストラリアの小児68万人　　　
　→4.5mSv毎に小児ガンが20%増加
　　安全論バイアスのかかったLSSの枠組でさ
えしきい値ゼロを主張　（LSS第14報）
★脱毛発症率から内部被曝線量を推定し
LSSの欠陥を補正した沢田昭二氏の研究
によれば2.5km地点でも1000mSvを超える
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ICRP新勧告作成の経緯と主要な論点
-1.改定始動時の考え方―
20θ 7401t′ ι｀121t]ι 'キ|の並撃
【連載】
1. はじめに
国際放射線防護委員会 (Intemational Com‐
mission on Radiologic」 Protection:ICRP)主 委
員会 (Main Conlmission:MC)は 2∞7年 3月
21日 にドイツ共和国エッセン市で新勧告案の
最終討議を終えた。新勧告がA″″αおげRα′Jο‐
Jag′εα′P“″ε″ο″誌上で正式に公表されるのは
今秋以降と予想される。現在 2007年 5月 25日
版新勧告案がMCメ ンバーに配布されており,
これがほぼ最終版といえる。ほぼ9年間にわた
り準備されてきた新勧告作成の経緯をたどり,
重要な論点の議論の経過を振り返り,整理して
おくことは今後新勧告を理解する上で有用であ
ると考える。Mcの 1委員としての立場で,こ
の作業を数回に分けて試みる。
2.新勧告案作成の始動
現在の勧告 (1990年 勧告,刊 行物 60)が
1991年 に公表されて以来,そ の内容を詳細に
解説補完する報告が多数出版された。その後低
線量でのリスク係数の適用に関して,問題提起
がなされた。その理由を分析するとともにより
分かりやすい,単純な防護体系を模索する動き
がMC内 に始まった。当時のRoger Clarke委 員
長は「低線量放射線被ばくの制御 :変更の時期
か ?」 (Contr。 l oflow‐ level radiation exposure:
time for a change?)と 題する論文を 1999年 3月
に発表 1)し ,199o年勧告実践上の問題点を解
説 し,広 く議論することを呼びかけた。20∞
年 4月 に広島市で開催された第 10回 国際放射
佐々木 康 人
線防護学会学術大会 (The lびh cOngress of the
lntemational Radiological Protection Association:
IRPA10)で 講演 したclarke博 士はこの考え方
を披露した。これを契機に新勧告案作成作業が
始まったとみることができる。
3.低線量放射線被ばくによる発がんのリスク
ヒトの集団が低い線量の放射線を浴びた後
に,放射線が原因で過剰に発生するがんのリス
クを推測することは,放射線防護上重要なこと
であるが,その判断は易しくない。広島,長崎
で原爆に被爆し,生存された方々,原爆被爆者
(Atomic Bomb Survivors)10数 万人の疫学調査
で同定できるのは,被ばく線量 50～ 100 mGy
程度のリスクまでである。それ以下の線量での
影響をバックグラウンドと区別する統計学的精
度 (statistic」 power)が得られない。
動物の照射実験でも基本的に同様の統計学的
問題に直面する。実験動物の数を増やすことで
理論的には対処できるはずだが,1千万匹 (10
mGy程度の影響),10億 匹 (l mGy程度の影
響)の実験をすることは実際上不可能と言わざ
るを得ない。近年生物学,特に分子生物学の進
歩により放射線影響の機構解明が進み,疫学的
研究の成果を補完する可能性がでてきている。
今のところ,低線量放射線被ばくによる発が
んについて,“ しきい値がある"と いう命題を
証明することも,否定することもできない。し
たがつて “証拠の重み"(weight of evidence)
によって判断するしかない。現在の知見は “し
14 lsotope News 2007年 9月号
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ICRP日本"基準"はICRPとどう違っているか
低いレベルの被ばくで，放射線に起因する健康リスク，
例えばがんに発展するリスク，は大変低いので，いかな
る潜在的影響も疫学的な手法によって実際には検知でき
ない。しかし,防護の目的のためには，バックグラウン
ドを超える被ばくであれば低いレベルであっても，小さ
くても限定的な有害影響へのリスクに寄与するだろうと
の広く行きわたった科学的知見があるので，放射線防護
の専門家は人々の不当な放射線被ばくを抑えるために彼
らが合理的にできることは何でもすべきである。ICRP 
Publ.96
影響を受けた個人が自助努力によるイニシアチブを発揮
できるようにすべきである。ただし，自助努力による防
護素子は住民自らの手で実施され，それ故にその決定は
ほとんど住民が自ら下すことから，自己の防護に関して
正味の便益をもたらす決定を情報に基づいて行うために
は，住民には正しい情報が周知され，また関連する場合
には，（当局によって提供される手段や設備を使用する
ための）訓練がなされなければならない。個人が考慮す
べき調整事項には，一方では状況を改善しようとする自
身の願望が，他方では防護措置の実施によって引き起こ
される「負荷」が含まれる。ICRP Publ.111
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• (f) In general, increases in the incidence of health eﬀects in popula7ons 
cannot be a9ributed reliably to chronic exposure to radia7on at levels that 
are typical of the global average background levels of radia7on. This is 
because of the uncertain7es associated with the assessment of risks at 
low doses, the current absence of radia7on-speciﬁc biomarkers for health 
eﬀects and the insuﬃcient sta7s7cal power of epidemiological studies.
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　原子力安全委員会・政府が低線量健康影響を認める過程
4月10日　久住静代委員，臨時会議で「（1年間で）100mSv以下では心配ない」
4月11日　安全委，記者ブリーフィングで「100mSv/年以下では健康への影響はない」との文書配付
4月19日　文科省，児童・生徒の被曝量を年間20mSvまでとする暫定基準発表
4月29日　小佐古敏荘内閣官房参与涙の辞任会見「年間20mSv近い被ばくをする人は原子力発電所の
　　　　　放射線業務従事者でも極めて少ない。この数値を乳児，幼児，小学生に求めることは学問
　　　　　上の見地からのみならず，私のヒューマニズムからしても受け入れがたい」
5月6日　安全委事務局，統合会見で年間100mSv以下でも健康への影響があることを認める
5月16日　安全委事務局，久住委員が4月10日の発言を訂正したことを統合会見で報告
5月20日　安全委事務局，文書「低線量放射線の健康影響」について公開
5月26日　日隅一雄氏の指摘を受け，安全委は同文書を訂正
5月27日　文科省，「学校で児童・生徒の受ける線量は年間1mSvをめざす」との方針発表
7月7日　枝野官房長官，国会で「100mSv未満では放射線ががんを引き起こす科学的な証拠はない」
7月27日　衆議院厚生労働委員会にて児玉龍彦教授発言「放射線の健康への影響について」
10月26日　安全委事務局，4月11日付文書の間違いを修正，「「100mSv以下では健康への影響はな
　　　　　い」という記述は正しくありません。」と追記
　　　日隅一雄・木野龍逸：検証 福島原発事故記者会見—東電・政府は何を隠したのか，
　　　岩波書店（2011）をもとに，林が加筆。
「緊急時迅速放射能影響予測システム(SPEEDI)」非公表など「法律を軽視してその場限りの対応を
行い，事態収束を遅らせている」
10月20日？　文部科学省，放射線教育副読本公開「…科学的に明確でないことを理解させる」
11月9日 「低線量被曝のリスク管理に関するWG」初会合
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東日本大震災　図説集
体に影響する被ばく線量の目安（2011年3月23日付朝刊）
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検査法を取り入れながら，主たる被爆者の対象は，放射
線影響研究所の成人健康調査集団としました。この当時
開始した研究は，広島の成人健康集団も含めて現在も被
爆者の甲状腺疾患の横断的調査（cross　sectional）として
『∫AMA』を中心として発表されています9）－ID。成果は文献
をお読みいただくとして，エピソードを続けます。
4。被爆者と調査研究
　新しい調査結果を学術誌に発表し，放送や新聞の記事
になっていたとき，対象となった長崎の被爆者の方から，
「大学の先生は被爆者のためと考えて新しい病気を発表し
ているが，被爆者にとって新しい病気がみつかるというこ
とは，被爆者の差別が増えるということです。病気をみつ
ける研究に協力はするけれども，新しい病気がみつかった
とき，被爆者や家族が不利益を被らないように大学の先
生は努力してほしい」と言われました。東京から赴任した当
時の私には，想定外の大きなショックでした。
　別の被爆者で，長崎市内で指導的な活躍をしている方
から，「自分は何度も研究に協力してきた。しかし，結果
が発表されるたびに裏切られた感じがする。研究の目的が，
被爆者のためではなく原爆反対という主張を裏付けるため
のもので，被爆者は利用されているだけであると感じた。
死んだら解剖にこの体はすべて提供する。しかし，生きて
いる問は2度と研究に協力したくない」とも言われました。
　医師として被爆者の健康維持を目的として調査研究を
行うべきであるという私の信念は，この頃から芽生えたも
のです。
5．科学的に世界に通用する報告を　・
　ちょうど中国，そして台湾が原子力発電を開始しようと
している時期に，1ヵ月の間に北京と台北で放射線の影響
に関するシンポジウムがありました。どういう事情かわか
りませんが，ノーベル賞受賞者のイムノアッセイの開発者，
核医学界のパイオニアの米国核医学の教授，私の3人が，
両シンポジウムでの講演者になりました。そこで，長崎大
学の教授として原爆被爆者の従来の結果を発表したとこ
ろ，「そんな低線量で健康に影響があるはずはない」，「被
爆者の精神的な問題である」などと相当に強い調子で反対
56（128）　　　Thyroid　Cancer　Explore　VoLl　No．2
されました。国際的に通用する科学的な報告にしなければ
いけないということを肝に銘じ，その後も常に国際的に通
用する科学的な報告を主張しています。
6．原爆被爆者の調査と治療
　私自身の問題として直面したのは，放射線影響研究所
の理事長に就任直後から被爆者団体と報道機関の連日と
いってもよいくらいの面会，取材，交渉が続いたときです。
そのなかの大きな話題は，放射線影響研究所は検査はす
るけれども治療はしないというものでした。今でもそのよ
うに報道されているところもありますので，放射線影響研
究所の理事長の体験として具体的にお話しします。検査に
来られたときに1人ひとりの被爆者に看護師，医師が患者
として十分に時間をとって相談に乗り，疾患，健康状態に
より市内，必要によっては全国の最適な医療機関を選んで
丁寧に紹介することになっていました。放射線影響研究所
が治療設備をもっていない欠点を逆に最高の利点として，
日本中の最適な医療機関に紹介し，医療費はすべて国が
支払うことになっています。
7．原子爆弾による放射線の健康影響の調査研究の特徴
　放射線影響研究所（旧ABCC，原爆調査委員会）によ
る健康影響調査の特徴は，日本が被占領国時代に始まっ
たことです。最初に，疫学的な調査集団を作成するときか
ら被爆者のためというよりは正確に科学的な調査をという
占領国の観点が優先され，性，年齢が一致し，被ばく線
量（初期は爆心地からの距離，後に個人別の推定被ばく
線量）の異なる調査集団を設定して前向きに健康調査を続
け，追跡の正確さを期するために戸籍を利用するなど，占
領国主導の科学的な調査で開始されました。このような調
査研究の結果は，世界で比較するものがない最も科学的
に重要な調査結果として日本から発信され続けています。
寿命調査集団を中心とした発表のうち，代表的で一般的
な日本語の論文から最近の学術誌への投稿までを示しま
す12）一16）。放射線影響研究所のホームページ13）は簡単に全
体像がわかります。
　白血病が初期に，続いて固形癌が被ばく線量の増加に
伴って直線的に増加することが特徴ですが，疫学的な調
Presented by Medical*Online
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相模原事件１年
やまゆり園、１９人を追悼
毎日新聞 2017年7月24日 22時36分 (最終更新 7月24日 22時41分)
津久井やまゆり園事件追悼式で祭壇に一礼
する入倉かおる園長＝相模原市南区で２４
日、代表撮影
　相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」
で入所者１９人が刺殺された事件で、１９人の
追悼式が２４日、同市南区の相模女子大グリー
ンホールで開かれた。施設を設置した神奈川県
が主催し、遺族や園関係者のほか、県内の障害
者ら約７００人が参列した。
　祭壇に遺影はなく、園に残る入所者が折り紙
で作ったヤマユリが飾られた。登壇した黒岩祐
治知事は、遺族や園職員から聞いたという１９
人のエピソードを一人ずつ紹介。「夜空を彩る
花火をみんなと見上げていた」「小学生と二人
三脚を頑張った」「お母様からすてきな水着をもらって喜んでいた」「お祭りの屋台が大好
きだった」－－などと述べ、「私たちは決して忘れません」と呼びかけた。
　式典後の記者会見で黒岩知事は「本来は１９人の名前を申し上げ、一人一人の遺影が飾ら
れるべきだが、今の日本では許される状況ではない。残念に思う」と障害者への差別が残る
状況を振り返り、「共に生きる社会の実現を目指さなければいけない」と語った。
　息子（３２）が事件で首と頭を刺され軽傷を負った男性（７０）は「よどんだ日々だった
が、式でこの１年をゆっくりと思い返し、初めて一つの区切りをつけられた」と穏やかな表
情で話した。
　式典では塩崎恭久厚生労働相や、やまゆり園の入倉かおる園長、大月和真・入所者家族会
長らが追悼の辞を述べ、献花した。【宇多川はるか、国本愛】
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Minerva 10(2): 209-222 (19740Science and Trans-Science 
ALVIN M. WEINBERG MUCH has been written about the responsibility of the scientist in resolving conflicts which arisefrom the interaction between science and society. Ordinarily the assumption is made that aparticular issue on which scientific knowledge is drawn into the resolution of a politicalconflict—for example, whether or not to build a supersonic transport (SST) or whether or not toproceed with a trip to the moon—can be neatly divided into two clearly separable elements, onescientific, the other political. Thus the scientist is expected to say whether a trip to the moon isfeasible or whether the SST will cause additional skin cancer. The politician, or some otherrepresentative of society, is then expected to say whether the society ought to proceed in onedirection or another. The scientist and science provide the means; the politician and politicsdecide the ends. This view of the role of the scientist, and indeed of science itself, is, of course, oversimplified,in particular because even where there are clear scientific answers to the scientific questionsinvolved in a public issue, ends and means are hardly separable. What is thought to be a politicalor social end turns out to have numerous repercussions. the analysis of which must fall into thelegitimate jurisdiction of the scientist, and each of these repercussions must also be assessed inmoral and political terms; or what is thought to be a scientific means has non-scientific implica-tions which also must be assessed in these terms. The relationship between the scientist and thepolitician is thus far more complicated than the simple model described above. In this paper I shall be concerned with a somewhat different aspect of the relation betweenscientific knowledge and decisions on social questions. Many of the issues which arise in thecourse of the interaction between science or technology and society—e.g ., the deleterious sideeffects of technology, or the attempts to deal with social problems through the procedures ofscience—hang on the answers to questions which can be asked of science and yet which cannotbe answered by science. I propose the term trans-scientific for these questions since, though theyare, epistemologically speaking, questions of fact and can be stated in the language of science,they are unanswerable by science; they transcend science. In so far as public policy involvestrans-scientific rather than scientific issues, the role of the scientist in contributing to the pro-mulgation of such policy must be different from his role when the issues can be unambiguouslyanswered by science. It will be my purpose to examine this role of the scientist. and particularlyto explore the problems which arise when scientists can offer only trans-scientific answers toquestions of public [210] policy in situations in which laymen, politicians, civic leaders, etc.,look to scientists to provide scientific answers. Examples of Trans-Scientific QuestionsBiological Effects of Low-Level Radiation Insults: Let us consider the biological effects oflow-level radiation insults to the environment, in particular the genetic effects of low levels ofradiation on mice. Experiments performed at high radiation levels show that the dose required todouble the spontaneous mutation rate in mice is 30 roentgens of X-rays. Thus, if the geneticresponse to X-radiation is linear, then a dose of 150 millirems would increase the spontaneous
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Trans-Science：トランス・サイエンス
（ワインバーグ自伝より）
Weinberg2003
2014/8/4・吉岡律夫
ワインバーグ博士は、熔融塩炉などの液体燃料炉の発明者であり、70年前に軽水炉を発明しながらも、自身の教科書
[Ref.1]で福島のような過酷事故を予測した天才でした。
しかし、彼の科学に関する最も偉大な貢献は、トランス･サイエンス概念の発明･発見でしょう。彼の自伝「The First
Nuclear Era」にあるように、ORNL所長時代の最後の1972年に「科学とトランス・サイエンス」という10頁ほどの論文を
発表しています[Ref.2]。
日本ではこの言葉は余り知られていないようですが、最近では、雑誌「世界」2014年6月号に、地震学者・石橋克彦氏が
「地震の規模や確率の予測は、現代科学では答えることが（まだ）出来ない問題、つまりトランス・サイエンス問題であ
る」と書いています。
一方、全世界を対象にインターネットで「Trans-science」と検索すると数億件の記事があります。例えば、米国の安全工
学の権威ナンシー・レブソン教授の著書「セーフウェア：安全・安心なシステムとソフトウェアを目指して 」の中で、2
頁を割いて彼の主張を紹介しています。
人類初の月面着陸を成功させた科学万能と思われた時代に、科学を超えるものがあるという主張は、天才科学者ワインバ
ーグならではと思わざるを得ません。自伝は、上記論文の抄訳なので、論旨が不十分かも知れませんが、以下に自伝の該
当箇所の翻訳を載せておきます。そのうち、原論文も翻訳したいですね。
1960年代、リバモア国立研究所のジョン・ゴフマンやアーサー・タンプリンといった人々から、原子力は強い批判を浴
びていました。低レベルの放射能が、原子力分野にいる私達が認めていたのよりも遥かに危険なものだという批判で
す。科学的に問題になっていたのは、放射線の閾値の存在でした。もし、閾値というものがあるなら、放射線レベルが
閾値以下であれば無害で、閾値を超えれば有害です。高レベルの放射線にさらされれば、当然、死に至ります。
人間の場合、400レムの放射線を浴びると、約半数が死亡するでしょう（訳注：100レム＝１シーベルト）。より低い
線量でも、放射線はやはり有害です。特に、癌になるリスクは、被曝線量に概ね比例します。自然界での被曝線量（年
に約100ミリレム）と大差ないような非常に少ない線量にも、被曝線量と生物学的リスクの比例関係はあるのでしょう
か？そこまで線量が少なければ影響はとても小さく、従って、「そのような低レベルの放射線も悪い影響を与えるの
か？」という問題は、科学的な問題ではないと考えられます。科学では答えられないからです。
そこで科学の代わりに、私はトランス・サイエンスという言葉を提案しました。正確に言えば、トランス・サイエンス
問題とは、科学的に考えることのできるが、科学では答えられない類の問題と同じ形の（同じ構造の）問題だと定義し
たのです。そうすると、こういうことになります。「400レムの放射能が多数の人に与える影響はどれ位か？」という
問題には、科学で答えることができます（半数の人が死に至るでしょう）。一方、同じ形の問題である「400マイクロ
レムの影響はどのようなものか？」は、仮に影響があったとしても測定できないほど僅かなため、科学では答えること
ができません。
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北京にある華為技術（ファーウェ
イ）の店舗＝ＡＰ
ファーウェイ副会長、避けた米国訪問　８月には逮捕状
12/8(土) 21:23配信
　中国の通信機器大手、華為技術（ファーウェイ）
の孟晩舟（モンワンチョウ）副会長兼最高財務責任
者（ＣＦＯ）がカナダで逮捕された事件で、米司法
当局が身柄拘束に向けて周到に準備を進めていたこ
とが明らかになってきた。中国と通商摩擦を繰り広
げる米国に、孟氏の身柄が引き渡されるのかどうか
が今後の焦点になる。
華為技術の孟晩舟最高財務責任者（ＣＦＯ、同社提
供）
　孟氏の保釈をめぐる聴聞手続きが７日、バンクーバーの裁判所で開かれ、カナダ
検察が初めて容疑内容を示した。それによれば、華為は２００９～１４年、実質的
に傘下にある香港企業「スカイコム」を通じてイラン側と取引。孟氏は、米国によ
るイラン制裁を逃れるため、決済に関与した複数の米金融機関に対して華為とスカ
イコムは無関係だと虚偽説明をした疑いだという。孟氏側は容疑を否定している。
　米ニューヨークの裁判所が８月にはすでに孟氏の逮捕状を出していたことも明ら
かになった。孟氏は以前、米国をよく訪れていたが、米当局が華為の捜査を始めた
と１７年春に気づいて以降、華為幹部は米国訪問を避けるようになったという。
　孟氏の逮捕は今月１日。香港からメキシコに向かう途中、バンクーバーで航空機
を乗り換えるところをカナダ当局に拘束された。旅程が事前に察知され、カナダの
裁判所が１１月３０日に逮捕状を出していた。
　米司法省は孟氏をニューヨークの裁判所に出廷させるため、カナダに身柄引き渡
しを求めている。逮捕から６０日以内に米側が提出する証拠をもとに、カナダの裁
判所が可否を判断する。米国で有罪になれば最大３０年間、収監される可能性があ
るという。
　中国外務省の楽玉成次官は８日、カナダの駐中国大使を急きょ呼び出し、カナダ
当局による孟氏の逮捕に強く抗議した。楽氏は「すぐに釈放しなければ、必ずや深
刻な結果を招き、カナダ側はすべての責任を負う必要が出る」と述べた。（ニュー
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明日の始業まで何時間休めますか？
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こうＬよう判決の翌日に行われた交渉の様子
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イタイイタイ病裁判の流れ
■■ -一一｜I年月 できごと
1966(昭和４１）年
1967(昭和４２）年
1968(昭和４３）年
イタイイタイ病対策協議会が結成される。
ひ が い ぼしよう協議会に結集した被害住民が、三井金属鉱業に補償要求の行動を起こすｂ
そしようイタイイタイ病訴訟弁護団が結成される。
イタイイタイ病第１次訴訟の手続きをする。（富山地方裁判所）
厚生省(現：厚生労働省）がイタイイタイ病を公害病と認める。
しようそ こうそイタイイタイ病第１次訴訟で住民側が全面勝訴する。三井金属鉱業が控訴する。
しん控訴審がはじまる。（名古屋高等裁判所金沢支部）
順一明一一頂一調一頭一銅一輻一明
1９７１（昭和４６）年
１９７２(昭和４７）年 イタイイタイ病第１次訴訟控訴審で住民側が完全勝訴する。
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イタイイタイ病を乗り越え、魅力的な地域に
● ● ① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ④ ● ● ● ● ｡ ● ｡ ● ● ● の ● ● ● ● ● ● の ● ● ● ｡ ● Ｄ Ｄ Ｇ ● ● 色 ● ● ｡ 白 ● ● ● ● わ ･ ● ● 今 ● ● ● ● 、 ● ● ● ● ● ● ● ● 牟 ● ● ● ● ｡ ● ● C ■ ● ｑ ロ ● ﾛ ■ ● ● ● ● 匂 由 ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ｅ ● ● ｡ ● ● ● ● ●
③ よみがえ甦った農地 ’の う ど一基準値を大きく下回るカドミウム濃度へ
復元工事の効果
お せ ん復元工事が終わった農地は、汚染のない農地とし
いつばん
で米の作付けが可能になりますもしかし、一般に
流通させるためには、安全性確認調査を行い、米
の う どのカドミウム濃度が基準を下回っていることを確認
どじょう
しなければなりません。農用地土壌汚染対策地域
の第１次地区から第３次地区については、３年間
の安全性確認後に指定が解除されま戎また、産
そ
米流通対策地域は、安全性確認後に特定除外の措
ち置が取られることになりま式
げ ん ま い ひ か く
復元前と復元後の玄米中のカドミウム濃度を比較
すると、農用地土壌汚染対策地域では、復元前が
099ppmに対し、復元後は0.08ppmに、産米
流通対策地域は0.56ppmからO.09ppmと食品
衛生法で規定された値を大きく下回るまでになりま
した。また、農用地土壌汚染対策地域の土壌中力
ドミウム濃度は、復元前の１.１２ppmから０.１３ppm
と大変低くなりました。
い な さ <
指定解除と稲作安定化に向けた
取組み
どじょうぉせん
農用地士壌汚染対策地域の指定解除は１９８７(昭
和６２）年から２０１５(平成２７)年までに計１０回
行われ、約９９％が解除されました。産米流通対策
地域は、２０１５(平成２７)年現在で約９９%まで特
定除外されました。
公害防除特別土地改良事業により復元されたほ
場に設置された「復元田展示ほ場」の１０a当たり
すいとうの水稲平均収量は525kgで、県平均の５１９kgと同
等以上の生産性をあげていますも農家をはじめ、多
よみがえ
くの人々の努力により、豊かな農地に甦ったのですも
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雷 わ く調査観測区調査（木枠調査）
とＬよう
土壌が移動しないように木枠を設置し、
３年間の調査を行う。木枠２個のうち１
寸Ｌ，とう
個には水稲を作付けせず、水稲によるカ
ドミウムの吸収がない場合の土壌のカド
ミウム変化も調査する。
対策地域関連調査（補完調査）
写 ん 廿 邑 ど L よ う ず L と う分析用の土壌と水稲を採取している様子
1 査 ） ロ ッ ト 調 査 の 様 子
I 一定地域内から収穫された産米から然搾
し ． 脇 Ｄ ｆ う L o g つ
為に抽出、収集したサンプルによりカド
の ｈ とミウム濃度を調査する。産米流通対策地
域の特定もこの方法により行われた。
］
神通川流域の淫用地土職諜対策地域および
産米流通対策地域
のうどカドミウム濃度(ppm)
, n０ .９９
のうど
カドミウム濃度(ppm)
1.0 1.2・
・
陣
1.1Ｚ どじょうげんまい
[玄米］ [土壌1.00.8
現行の食品衛生法で規定さ
れる米のカドミウム濃度 0.8|“0.6 pｐｍ0.56 ０．６0.4
０．４
0.2 ０．２ ０．１３■ ‘０．０９0.0 0.0復 元 前 復 元 後 復 元 前 復 元 後 復 元 前 復 元 後
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復元工事前と後の玄米中および土壌のカドミウム濃度の比較
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目Ｕ 曲り
1955-2015
百 ６０年お よ そ
たたかイタイイタイ病と闘い、
美しい水と大地を
も ど
取り戻した記録をたどってみましょう。
日本の四大公害病のひとつであるイタイイタイ病
が新聞にはじめて報道されたのは1955(昭和３０)
年のことで寵その約１0年後の1966(昭和４１)
年に、この問題解決にむけでイタイイタイ病対策協溌会が結成されました｡住民の完全勝読後､器蕊と
の直接誌鼠こより｢病気の原因を認め､鰐の擶後麓謹鶏騰豐繍駕篭警蕊
害被害を発生させないことを確約し、住民の立入調査を認める公害防止協定書｣を嘉嘉しました。
かん宮よう裁判後､灘された神通川や農地を美しい環境に
もどすまでに勝笑な時間と労力､費用がかけられま
した。どんな取組みがされていたのかを知って私
たちはどうすればいいのか考えてみましょう。
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Ｊ１【違謹鑿睡溺】 復元工法Ｄ ● 、 回 ● ｡ Ｄ ｑ
レ ロ夏壼重］田面｜復元前 ’ お せ んカドミウムに汚染された農地の復元は広範囲にわたつどじょうていますも汚染された土壌の捨て場はありません。その
ため、汚染された土壌を取り除いて処分し、他から汚染
されrていない土壌を運び入れることは困難でした。
そこで、１９７３(昭和４８）年から、実験田を１０ケ所
設置し、６年間かけて復元工法が検討されました。汚染
こうばんそうされた土壌の上にレキ(石ころ)を答んだ±で耕盤層をしやだん
造ることで、下層にある汚染された土壌が遮断され、上
層の客土(汚染されていない土壌）にカドミウムの混入
す い と う こが防げることや水稲の根が汚染された土壌に入り込まな
いことなどが分かりました。その結果を受け五汚染さ
うれた土壌を農地の地下に埋める方法で、復元することに
しました。
「埋込客±工法」と｢上乗せ客土工法」を基本的な工
せ こ う法として施工することになりました。復元の時に発生す
る残士は、指定地域内での処理が求められ、神通川の
ていぼう堤防改修工事などに有効利用することにしました。復元
工事に先立って実施した試掘調査で､一部地域にまとまっ
た範囲で埋蔵文化財が存在していることが判明しました。
すべての範囲を発掘調査するには莫大な費用と時間が必
要であり、復元工事が遅れる要因となることから、工事
に当たって遺物がある包蔵層の上に±を盛って保護す
るなどして田面を調整し、発掘面積を最小限に留めるよ
う工夫がされました。
汚染された農地を復元するには、汚染された土壌に代
わる大量の汚染されていない土簔が必要ですもその土壌
を客土母材と言いま或採土地が数諭にわたると土のさや<どほざぃ
栄養分が異なるために、石灰やリンなどを追肥し、同質
な土壌にしなければなりません。安全で同質の士壌を大
さんりん
量に確保するために、近隣の山地で土壌調査や採土地の
借上砿用地の取得が行われました。旧大沢野町市場
旧八尾町内から２１８万niの±が運ばれました。
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るなどして田面を調整し、発掘面積を最小限に留めるよ
う工夫がされました。
汚染された農地を復元するには、汚染された土壌に代
わる大量の汚染されていない土簔が必要ですもその土壌
を客土母材と言いま或採土地が数諭にわたると土のさや<どほざぃ
栄養分が異なるために、石灰やリンなどを追肥し、同質
な土壌にしなければなりません。安全で同質の士壌を大
さんりん
量に確保するために、近隣の山地で土壌調査や採土地の
借上砿用地の取得が行われました。旧大沢野町市場
旧八尾町内から２１８万niの±が運ばれました。
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尿細雷暉書
カ トミウム轟露
イタイ病・骨軟化症
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意見陳述書
2017年 2月 10日
原告 武  田 禾ll 和
1 私 は、高校卒業 と同時に、家業 である農業に従事 してお り、今年で
50年 目にな ります。
本件事故以前か ら、私は、専業農家 として、各研究会 に所属 し自己
研鑽 を重ねつつ、低農薬の特別栽培米の認証 を得た り、将来の農業改
革 に備 えた規模拡大を した り、農業生産法人を設 立 し、農産物の加 工・
流通販売 にも取 り組み、具体的には、関東や関西の米の小売店 を訪問
して販路拡大 を図った り、個人消費者 に宅配サー ビスを した り、でき
る限 りの ことを してきま した。
そ して、これ らは全て、「消費者 の皆様 に、安全かつおい しい米 を食
べてほ しい」 とい う私の想いに基づ くもので した。
2 そ んな努力の途上、本件事故 は起 こ りま した。被告福 島第 1原子力
発電所か ら放 出された放射性物質 によ り、私が先祖代 々受 け継 いでき
た、私の命 に等 しい土地が汚染 されて しまったのです。
この事故の影響 によ り、私は、一瞬に して、個人消費者 の 70パ ー
セ ン トの顧客 を失いま した。 また、事業者か ら、ひ どい対応を受 ける
よ うに もな りま した。 た とえば、出荷先の寿司チェー ン店では、事故
以前 は壁 に私の写真 と「福 島県産米」 と記載 されていたのに、事故直
後か ら写真 は外 され、記載 は 「国内産」に変更 され ま した。また、福
島県産 とい うだけで値下げを迫 られた り、取引を打 ち切 られた りしま
した。
販 売のために私が仲間の農家か ら買い付 けた米は売れ な くな り、保
管の必要が生 じ、夏場の米の劣化 を防 ぐための低温倉庫 が必要にな り
ま した。電気代な どの保管費用 をかけ保管 していた米 も、結局は、業
意見陳述書
2017年 2月 10日
原告 古 り|1 清 幸
1 この裁判が始まってから、多くの人から「頑張ってね」や 「応援するから」
という言葉をもらいました。
もちろん、冷やかしで言ってくる人もいます。そんな時は、私自身、「自分が
地域で浮いているのではないか」と悩みました。
しかし、今、こうして、一審の弁論終結を迎えるに当たり、「自分は、間違っ
たことをしていない」と確信することができます。私には、自分が受け継いで
きた農地を、そのまま次の世代に引き継ぐ責任があるのです。
2 「放射能」とか 「放射性物質」とか、私にはよくわかりません。おそらく、
誰も良くわからないからこそ、皆、怖さを感 じているのだと思います。
私の作った農産物は、残念なことに、事故前のようには戻っていません。売
れても、単価が低くなっています。これは、「福島」に、「放射能」「危険」とい
うイメージが定着しつつあるからではないかと思います。このままでは、福島
の農業の未来は明るくありません。
3 この現状を打破するために、私は、事故直後から、放射性物質を除去するた
めに、できる限りのことをしてきました。
① 出荷制限された大葉の出荷再開のために、早い時期に、業者にビニールの
張替工事を依頼 しました。
② その後、先の見通 しがつかない中で、できる限り節約しようという思いか
ら、自分で、花井や野菜のパィプハウスのビニールの張替を行いました。
③ 花井自体の洗浄も、自分で行いました。全て終わるのに、 3カ 月もかかり
ました。洗浄の結果、弱って枯れてしまう花井もありました。
④ 稲の放射性物質吸収抑制のために、カ リウムなどの散布も行いましたし、
深耕もしました。
意見陳述書
2017年 2月 10日
原告 古 り|1 清 幸
1 この裁判が始まってから、多くの人から「頑張ってね」や 「応援するから」
という言葉をもらいました。
もちろん、冷やかしで言ってくる人もいます。そんな時は、私自身、「自分が
地域で浮いているのではないか」と悩みました。
しかし、今、こうして、一審の弁論終結を迎えるに当たり、「自分は、間違っ
たことをしていない」と確信することができます。私には、自分が受け継いで
きた農地を、そのまま次の世代に引き継ぐ責任があるのです。
2 「放射能」とか 「放射性物質」とか、私にはよくわかりません。おそらく、
誰も良くわからないからこそ、皆、怖さを感 じているのだと思います。
私の作った農産物は、残念なことに、事故前のようには戻っていません。売
れても、単価が低くなっています。これは、「福島」に、「放射能」「危険」とい
うイメージが定着しつつあるからではないかと思います。このままでは、福島
の農業の未来は明るくありません。
3 この現状を打破するために、私は、事故直後から、放射性物質を除去するた
めに、できる限りのことをしてきました。
① 出荷制限された大葉の出荷再開のために、早い時期に、業者にビニールの
張替工事を依頼 しました。
② その後、先の見通 しがつかない中で、できる限り節約しようという思いか
ら、自分で、花井や野菜のパィプハウスのビニールの張替を行いました。
③ 花井自体の洗浄も、自分で行いました。全て終わるのに、 3カ 月もかかり
ました。洗浄の結果、弱って枯れてしまう花井もありました。
④ 稲の放射性物質吸収抑制のために、カ リウムなどの散布も行いましたし、
深耕もしました。
しかし、客土だけは、莫大な資金が必要であり、自分で行 うことはできませ
ん。
4 農産物が売れない理由が本件原発事故、そこから放出された 「放射性物質」
の存在にあることは、誰も否定できないはずです。
その放射性物質を取り除くことが、この事態を打破する唯一のみちであると
思います。「放射能が出なくなるまで何十年も待て」というのは、老い先短い私
には耐えられません。
裁判長、なぜ、何も悪くない私たちが、この状況を我慢 しなければならない
のでしょうか。東京電力は、国や自治体が除染する等と言っていますが、国や
自治体が行 う除染では、「放射性物質」はなくなりません。
何卒、農地の原状回復のために、お力をお貸しください。
以上
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意見陳述書
2017年 2月 10日
原告 渡 邊 榮 太 郎
1 私は、現在、家族 3人 で、稲作 14ha、 きゆうり20aを 栽培 しています。
後者はハウスで栽培 しています。
私は、 2008年 3月 以降に、脱サラして、農業を始めました。 目標は、安
全安心な「有機農産物」を作って、 JA等の集荷業者ではなく、個人消費者に
購入 してもらう等、客の顔が見える農業を行 うことでした。
2011年 春は、私がちようど有機農業を開始しようと準備 していた時期で
した。そんな中、本件事故が発生し、私の田畑に、放射性物質がばら撒かれま
した。
個人消費者が、放射性物質を含む土壌で作られた農産物を購入してくれるは
ずはなく、私は、やむなく、有機農業の開始を諦めました。
本件事故以降、私の作ったコメを個人消費者が直接購入してくれることはな
くなりました。加えて、福島産米であるというだけで、他県における業者の買
取価格と比べ低下傾向にあるため、私は、どう売り上げを伸ばしていけばよい
のかと、日々悩んでいます。
本件事故により放射性物質がばら撤かれなければ、こんな悩みは不要です。
2 さて、現在、郡山市は、①郡山市内の汚染度合が高いこと、②私たちが郡山
市に対し除染の進行状況を問い合わせ、その報告をこの法廷に提出したことな
どから、水田やパイプハウスについて除染作業をしてくれています。
もっとも、前者の水田除染作業は、空間線量を低下させることを目的にして、
それまで地下約 12セ ンチまでに浸透 していた放射性物質を地下約 20セ ンチ
に拡散する (深耕)だけにすぎず、全く「汚染を除く」作業ではありません。
また、後者のパイプハウス除染作業も、ハウスの周辺のみ掘削し、その土壌
を近くに一時保管 しているだけで、ビニールなどのハウス被覆材の除染作業を
意見陳述書
2017年 2月 10日
原告  邊 見 芳 正
1 裁判官、本件事故直後に、須賀川市で有機農業を30年やっていた男性が自
殺 したという報道を覚えていますか。
同じ年の 6月 にも、相馬市で酪農をしていた男性も、「原発さえなければ」と
いうメッセージを残 して自殺 したという報道を覚えていますか。
同じように私も、取引のあった首都圏の米屋さんから「辺見さん、申し訳な
いが、原発以降、米が全然売れなくなってしまった」と報告を受け、絶望 しま
した。
それでも、今 日この法廷に立っていられるのは、「負けていられない」との強
い思いからです。
2 私は、これまで、米を売るためにできる限りのことをしてきました。
2012年 2月 頃、私は「福島同位体研究所というところで、ゲルマニュウ
ム半導体検出による測定ができる」と聞きつけたため、測定を依頼し、その結
果 (ヨ ウ素 13101.6 Bq/ヒ 、セシウム 13401.7 Bq/kg、 セシウム 1
37・ 1.5 Bq/ヒ )を得ました。そして、その結果を、売り場に置かれた米の
隣に貼ってもらい、販売店の社長からも、お客に対して 「数字も低いし安全で
すから、今まで通 り食べてください」とアナウンスしてもらいましたが、まっ
たく売れませんでした 0・ ・.
3 小さいころから、私は「お前は農家の長男なのだから、大きくなったら家業
の農業を継 ぐんだぞ」と、両親・祖父母に言われ続けてきました。
小学の 3年生から農作業を手伝わされ、夏休みは、土曜日以外毎日、午前中
は トマ ト拭きでした。遊びにも行けず、「夏休みなんか、ない方が良い」と思っ
ていました。秋は、午後 9時ころまで、月の光を頼 りに、刈 り取った稲の稲積
をしました。とにかくおなかがすいて、眠くて、「早く帰 りたい」と思った記憶
1
しかありません。農作業のために、高校時代はスポーツクラブにも入れません
で した。
それでも、今、私が懸命に農業をやっているのは、農協に勤めていた時に、
上司から『農業は生業だ。持続可能な農業経営のためには、生きがいとや りが
いを見出さなければならない。有機栽培は手間・暇・お金がかかるけど、それ
を理解 してくれる消費者 と顔の見える関係を作れ る。消費者から 「おいしかつ
た。来年も作ってください」 と言われたときほど、農作業の疲れ も吹っ飛び、
生きがいとや りがいを感 じられるときはない。』と言われたことが、きっかけで
した。
その後、私は、「日から入るものは命そのもの。農業は命の産業」と位置づけ、
消費者 との顔の見える関係を作 りました。本件事故前には、東京の米の小売店
の社長から、「辺見さんの作る米は、新潟県の魚沼産の米にも負けない、当店一
番のおすすめだ」と言われるほどにもなりました。
本当に、農業は、私にとつて人生そのものでした。
この裁判で、被告東京電力は「本件農地は実際に耕作され、かつ出荷制限も
されていないから、原告らの農地所有権への妨害はない。 しかも、価格下落分
については損害賠償で支払っているから、妨害はない」と主張しています。
しかし、賠償金をもらったところで、私の生きがいは帰ってこないのです。
4 最後に、前回の期 日で原告らから提出した土壌の調査結果について、ひとこ
と言わせてください。
報告書の中に「塩基交換容量」という欄があり、原告らの平均数値は2 5 meq
(ミ リグラム当量)/1oogで した。「塩基交換容量」とは、土が肥料を吸着でき
る能力であり、その数値が大きいほど、たくさんの肥料を保持 しうる豊かな土
であることを意味します。土壌改良の目標値が 10～ 2 0 meq(ミ リグラム当量)
/100gと されていますから、いかに原告らの土壌が豊かかがわかると思います。
ちなみに、この数値を 1上げるためには、数種類の改良剤を入れる等の大変な
努力をしながら、相当の期間がかかります。
2
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14/05/19 3:13首相が福島訪問　健康調査の状況など視察(日本テレビ系（NNN）) - Yahoo!ニュース
1/3 ページhttp://headlines.yahoo.co.jp/videonews/nnn?a=20140517-00000041-nnn-pol
映像トピックス - GyaO! - GyaO!ストア - 映像ニュース - 芸能会見 - テレビ番組表
Yahoo! JAPAN ヘルプ
糖尿病、脳梗塞リスクなど70項目を簡単に検査できる遺伝子検査
主要 社会 政治 経済総合 国際
映像がうまく見られない場合は
※「連続再生オン」にすると、自動的に同じカテゴリの次の映像が再生されます。
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首相が福島訪問　健康調査の状況など視察
日本テレビ系（NNN） 5月17日(土)22時36分配信
　漫画「美味しんぼ」の福島第一原発事故に関する描写について波紋が広がる中、安倍
首相は１７日、福島県を訪れ、住民の健康調査の状況などを視察した。
　安倍首相は福島県民の健康調査を行っている県立医科大学を訪れ、甲状腺検査の様子
や放射線による健康への影響の管理などについて説明を受けた。
　安倍首相「政府としては根拠がない風評を払しょくするため、しっかりと正確な情報
を提供していく」
　また安倍首相は、福島市内の農家を訪れ田植えを手伝った。この農家を含む周辺地区
では、今年から福島第一原発事故による作付け制限が解除されていて、自ら風評被害の
払しょくに努めた形。
【関連記事】
失われた暮らし、遠い廃炉への道…福島第一原発の“今”を知る
美味しんぼ描写、批判を受け止める～編集部
「美味しんぼ」表現問題　閣僚の発言相次ぐ
風評被害助長…福島県「美味しんぼ」に抗議
首相、被災者向け公営住宅や除染状況を視察
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「美味しんぼ」描写内容に閣僚から苦言相次ぐ
テレビ朝日系（ANN） 5月13日(火)11時48分配信
　漫画「美味しんぼ」で福島第一原発を訪問した主人公が鼻血を出す描写などを巡り、
閣僚からは苦言が相次ぎました。
　石原環境大臣：「（放射線の専門の医療関係者から）そういう因果関係は無いと聞
き、それが医学界の通説として定着しているなかで、なぜこういうことが起きるのか」
　石原大臣はこのように、鼻血については「科学的な因果関係は無いと聞いている」と
述べました。また、風評被害などを拡大させないように、除染や健康に対する情報発信
を引き続き行っていくと強調しました。
　根本復興大臣：「地元の住民の方々の心情に鑑みれば、漫画とはいえ、このような地
元の方々の不安や風評被害を招きかねない内容が描写されていることは、誠に遺憾なこ
とと言わざるを得ない」
　根本大臣は、健康不安や風評被害を払拭するため、科学的な根拠に基づいた情報を共
有し、公表していくことが必要だという考えを示しました。
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